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サヨナラは悲しい言葉じゃない（YELL） 

                                  教頭  松添 秀喜 

 3 月 1 日、第 42 回生 272 名がそれぞれの未来へ飛び立とうとしています。保護者の皆様を
はじめ、42 回生に関わっていただきました多くの関係者の皆様方、誠にありがとうございま
した。深く感謝申し上げます。 
 
さて、卒業生の皆さん、いきものがかりという 

グループの“YELL”という歌を知っていますか。 
 

♪サヨナラは悲しい言葉じゃない    

それぞれの夢へと僕らを繋ぐ YELL 

共に過ごした日々を、胸に抱いて 

      飛び立つよ独りで、未来（つぎ）の空へ 

 
卒業というのは、否応なしに学校から追い出されることでもあります。卒業したくないと

思っていても 3 年経てば、出ていかなくてはなりません。それは、まるで鳥のヒナが巣から
放り出されるのに似ていますよね。一見冷たく、突き放した感じもします。確かに卒業生の
皆さんにとっても、同じ場所に留まり続けるのは居心地が良く、仲間もいてとても安心でき
るものかもしれません。 
しかし、それでは大きく成長することはできません。大人になれば、突然の別れや自分で

はどうしようもない出来事がたくさん起こります。この予測困難な未来において夢へ向かっ
て歩いていくために、卒業式に限らず別れや旅立ちの場面においては「負けるな」と背中を
強く押してもらえること（もしくは自分自身で奮い立つこと）がとても重要です。このよう
な意味において卒業式での“サヨナラ”という言葉は優しさの裏返しであって、まさに心から
のエールなのでしょう。 
といっても、未来の空へと飛び立つ卒業生の皆さんの希望の翼は、確かに未熟かもしれま

せん。しかし、未熟だから弱いのではありません。未熟だからこそ「可能性」があると思い
ませんか！是非、それぞれの道で精一杯に飛翔する姿を見せてください。職員一同卒業生皆
さんが大きく羽ばたく姿が見られることを心より期待しています。 
そして、卒業生の皆さんが友を思う気持ち同様に、もう一つ大切なものがあります。 
「あなたが使っていた部屋に行くと、あなたの香りがして涙が出てきます」。 
これは、ある母親が、異郷の地（大学）へと送り出した息子さんに宛てた手紙の一部です。

まさにこれが、笑顔で我が子を遠くに送り出す親の親心ではないでしょうか。 
卒業していく皆さん、どうか忘れないでください、ふるさとには皆さんの身を案じ、帰り

を待ちわびている家族がいることを！ 
どうか思いを馳せてください、ここにいる仲間達はこの大空のどこかで今日も懸命に生き

ていることを！ 
そして、どうか誇りにしてください、この長崎北陽台高校が皆さんの母校であることを！

卒業生の皆さんの今後一層の飛躍を、心より、心より祈念しております。 
 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祝 生物部 ISEF(国際学生科学技術フェア)の日本代表 決定 

 

第６６回日本学生科学賞 環境大臣賞 受賞 

祝 小野朱音さん 全九州高校音楽コンクール 木管部門グランプリ受賞 

県教育委員会・県高文連ダブル表彰 

 吹奏楽部の小野朱音さん（１年）は、９月１８日（日）に行われた県高校音楽コンクール
木管部門（フルート）で金賞を受賞して県代表に選ばれ、１１月５日（土）に福岡県で行わ
れた全九州高校音楽コンクールに出場しました。そこでも金賞を受賞し、木管部門第１位に
相当するグランプリをも受賞しました。長崎県から木管部門でグランプリが出たのはおそら
く初めてのことです。これらのことが高く評価され、小野さんは長崎県教育委員会表彰と長
崎県高等学校文化連盟表彰を受けることになりました。ホテルセントヒル長崎にて２月３日
（金）に県教委表彰式、２月１０日（金）に高文連表彰式がそれぞれ行われました。 
それ以外にも小野さんは、第１１回 

 JBA 九州ソロコンテスト予選、長崎 
県大会・金賞。第１３回まつうら音楽 
コンクール高校部門ソロの部・金賞 
（第 1 位・グランプリ）も受賞してい 
ます。 
今後、小野さんの更なる活躍が期待 

されます。 
 
 
 
 
 

12 月 24 日、第 66 回日本学生科学賞中央最終審査において環境大臣賞を受賞しました。昨

年度の文部科学大臣賞受賞に続き、2 年連続の大臣賞受賞となります。また、今年 5 月にテ

キサス州ダラスで行われる ISEF(国際学生科学技術フェア)の日本代表として出場します。こ

の大会は、世界 75 以上の国から選ばれた約 1700 人の高校生が自分たちの研究を披露しあう

科学研究コンテストです。英語での発表と質疑応答になりますが、しっかり準備して日本代

表として頑張りたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祝 ラグビー部 白丸君・亀井君 高校日本代表入り 

祝 登山部女子 長崎県スポーツ賞 受賞 

高校日本代表のメンバー（２６人）に、本校からロックの白丸智乃祐君と 
フランカーの亀井秋穂君の３年生二人が選出されました。代表チームは、３ 
月１５日からアイルランドに遠征して、２１日・２６日に U1９アイルラン 
ド代表と対戦する予定です。 
ご存じのように、本校ラグビー部は年末年始にかけて行われた花園ラグビ 

ー場で開催された全国大会で、２年連続のベスト８を達成しております。 
これからもラグビー部へのご声援をよろしくお願いします。     

令和四年度の全国高等学校総合体育大会登山競技において、全国制覇を 
果たした本校登山部女子に対して、その功績を讃えて「長崎県スポーツ賞」 
が県教育委員会から授与されました。登山部女子は、さらに県高体連表彰 
も重ねて受賞しています。 
また、登山部男子も全国高校総体第３位の実績から同じく県高体連表彰 

を受けました。 

2 月 21 日（火）に、県若者定着課が主催する「県内就職に関する講演会」が本校の 1・2 年生

を対象に実施されました。この講演会では、本校の卒業生である長崎大学の佐藤理子さんと九州大

学の畑村佳奈さんも講師を務め、「長崎の魅力について」、「後輩に伝えたいこと」をテーマにお話い

ただきました。 

 講演を聞いた 2 年生の感想を紹介します。 

A くん 「卒業生のお話を聞いて、自分も同じく長崎は田舎だなーとか、早く長崎を出たいなどと

思っていました。しかしお話を聞いていく中で、長崎にしかない魅力や、文化、食べ物などを深

く見つめなおしていくなかで、長崎のため、何かしたいなと思ういいきっかけになりました。」 

B さん 「今日の講演で、私は長崎で就職することはあまり視野に入れていなかったけど、今のう

ちから長崎の魅力や、変化、自分のサードプレイスを探してみてからでも遅くはないのかなと思

いました。大学も一応大分にしているけれど長崎大学や長崎純心大学も気になるのでしっかり自

分で選択・判断をしていきたいと思います。」 

 

 

 

 

 

 

 

県内就職に関する講演会が実施されました。 



１学年より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎学年末試験が終了しました 
 2 月２１日まで学年末試験が実施されました。試験後の学習も、試験前の取組と同様に計
画的に実施できているでしょうか。 

3 月には、学年の成績が記載された通知表が各家庭に送付されます。通知表には、各教科
の観点別評価も記載されています。この評価は、「知識・理解」「思考・判断・表現力」「学
びに向かう主体性」の順に各教科 ABC の３段階で評価されています。少々強引ですが、各
教科で学ぶ「知識・理解」をもとに、予測不可能な時代をたくましく生きていくための「思
考・判断・表現力」を身につけ、さらに自分自身で社会の問題を発見し、自ら考え、困難に
も立ち向かう「主体性」を身につけているかの評価ともいえると思います。 
高等学校でも、観点別評価が実施されるようになった経緯は様々な要因があると思います

が、「知識・理解」の習得のみでは、不十分だということは理解できると思います。「思考・
判断・表現力」「学びに向かう主体性」を身につけるには、今後、どのような学習を行えば
よいかさらに考えていきたいですね。このヒントは、みなさんがこれまでの学校生活で感じ
たこと、考えたこと、実践したことに含まれていると思います。この１年をしっかりと振り
返り、今後の行動に生かしていきましょう。 

 

◎３月以降の過ごし方について 
 先日の学年集会で、“２年生に向けて取り組んでほしいこと”として、以下の点を挙げまし
た。 
  健康に留意しつつ、 
・学年末試験のやりなおしを行う 

 ・この１年間で学んだことの確認、復習を 
 ・家庭学習“ゼロ”の日を作らない 
 ・進路研究すること 
 ・家の手伝いをすること 
 ３月は、授業日が少なく、自宅学習の日が多くあります。ここでどのような生活を送るか
が、今後の２年生や３年生、将来の進路、さらには、自分の人生にも影響があるかもしれま
せん。先を見据えて、目の前のことに地道にコツコツと取り組みながら、充実した日々を過
ごしてください。 

 

◎文化発表会（３月１８日）について 
 １学年でも、各クラスの発表が行われます。展示部門、ステージ部門さまざまな企画がさ
れているようです。準備期間を有効に活用し、北陽台生らしい、文化的な、発表会を期待し
ています。 
 

 

 



２学年より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年末試験終了後、学年集会を行いました。カケハシプロジェクト等で不在だった生徒の
皆さんおよび保護者の皆様に、学年主任から話した内容について要約してお伝えしたいと思
います。 
 
長崎北陽台高校での生活も 3 分の２が終わろうとしています。 
少し早いですが今年度を振り返り来年度をイメージしましょう。 
 

・部活動 
→今年度も長崎北陽台の部活は大活躍でした。運動部、文化部ともに数々の成果をあげてい
ることは本当に素晴らしいと思います。来年度は集大成の年です。お互い応援し合っていき
ましょう。 

 
・学校行事 
→もうすでにいろいろな行事が「最後の」行事となっています。修学旅行楽しかったですね。
もうすぐ最後の文化発表会があります。部やクラスで協力して良いものを作り上げてくださ
い。 
→来年度は最高学年として体育大会に臨むことになります。コロナが収まって 3 学年縦割り
での応援合戦ができるかもしれません。後輩たちを教え導き、納得のいく応援合戦に！ 
 
・生活面 
→今年度は生徒心得の全面改訂が行われました。これは今までより生徒諸君が長崎北陽台高
校を居心地の良い場所と感じてほしい、との先生方の思いが込められています。容儀面での
自由度が上がったのは、自ら時と場所をわきまえて身なりを整えることが求められているの
だと理解してください。同時にスマホの校内持ち込みが実質許可されたことも、スマホ使用
についての適切な判断が求められているということなのです。 
 
・学習面 
→教科書類を学校に置いて帰っても良いことになりました。その日の自宅学習を計画し、必
要な教材を自ら判断して持ち帰る、当たり前のようですができるようになりましたか？ 
→各教科からの課題を大幅に減らし（精選し）ました。課題の消化が間に合わず友人の課題
を写して提出する、という学力が伸びるはずのない行為を減らしたいからです。同時に、必
要最低限の課題を消化した後、自分に必要な学習、自分に足りていない部分の学習にしっか
りと取り組む時間をとってほしいとの先生方の思いを理解してください。 
→Classi での学習時間入力を習慣化するよう再三呼びかけました。定期的に学習時間を確認
し、学習計画に役立ててほしいからです。慣れれば数分で入力できます。習慣化できていま
すか？ 
 
 もうすでに君たちは受験生なのです。にもかかわらず、先日実施した学びみらい PASS で
は気になる結果が出ました。「キャリア意識の成熟度」という項目で、自分の進路について考
えていてすでに取り組みを始めているという人が全体の約 3 分の 1。考えているがまだ始め
ていない、まだよく考えていないという人が合わせて約３分の２です。もうすでに出遅れて
いるという意識を持ち、今すぐ受験生としての生活を始めましょう。まさか 3 年生になれば
自然と成績が上がる、なんて楽観視している人はいませんよね。 
 令和 5 年度も学習・部活動・学校行事全てに 100％の情熱で取り組む長崎北陽台生であれ。 
 

 

 



３学年より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
旅立ちの時 

                               ３学年主任 下村かおり 
 
 ４２回生の旅立ちの時が近づいてきました。この３年間、特に３年６月の高総体以降は時の
流れがとても速く感じられました。いよいよ卒業ですね。 
 共通テスト後、出願校が決定するまでは色々な思いが飛び交っていましたが、その後、目の
色が本気に変わっていく様子がひしひしと感じられました。３年生を担当する度に思うのは、
受験を通して本当に生徒たちが大きく成長するということです。人生の分岐点となる受験に、
どのような気持ちでどのような姿勢で臨むのか。そしてその結果をどのように受け止めるの
か。全てが思い通りというわけではないかもしれませんが、全力で取り組んだ結果を真摯に受
けて止めて、次のステップへと踏み出していく、その過程が大切なのだと思います。 
４２回生のみなさん、卒業おめでとう。皆とともに、私自身も３年間有意義な日々を過ごす

ことができました。皆の笑顔ばかりが思い出されます。これから北陽台で過ごした３年間を糧
に、大きく羽ばたいてください。大人になった皆さんとまた会える日を楽しみにしています。 

 

職員室西側 「自学・質問コーナー」を充実しました 

みなさんの利用を待っています！      進路指導部より  

 

 Ａ棟２階の職員室西側の廊下に、学習用の「長机」と「Ｌ
ＥＤライト」を設置しました。夕方や曇天等の暗い場合に
も対応しているだけでなく、「コンセント」もあるのでタブ
レットを使った学習にも利用できます。 
また、併せて仕切りも兼ねた「ホワイトボード」も設置

しましたので、質問時等に利用できるようになっていま
す。 
さらに、進路室から自学教室へ続く渡り廊下に大きな

「掲示板（ホワイトボード）」も設置しました。進路室前の
掲示板（緑色）だけでなく、この掲示板にも注目してくだ
さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 
                       
              



※ ラグビー部  第４５回全九州高校新人大会 （２月１１日～１４日） 

B パート第３位  祝 第２４回全国高校選抜大会出場決定 
  １回戦   長崎北陽台 ２８― ０ 九州学院 
  ２回戦   長崎北陽台  ０― ７ 東海大福岡 
  ３位決定戦 長崎北陽台  不戦勝  鹿児島実業 

 

※ 陸上部  第４４回長崎県高校新人駅伝２０２３ 

（２月４日） 
男子 １９位  １時間４２分４２秒 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（水）第４２回卒業証書授与式 

３日（金）２年理数科校内課題研究発表会     

４日（土）土曜自学（３年：中後期指導） 

７日（火）後期選抜学力検査（生徒自宅学習） 

８日（水）後期選抜学力検査（生徒自宅学習） 

９日（木）（生徒自宅学習）               

１０日（金）（生徒自宅学習） 

１２日（日）（国公立大学後期試験）     

１５日（水）合格発表（HP 9:30）卒業生進路講話 

１６日（木）代休（3/18 分） 

１７日（金）文化発表会準備日、教科書販売（１・２年） 

第１回合格者オリエンテーション 

１８日（土）文化発表会 

２１日（火）春分の日 

２３日（木）校内競技大会 

２４日（金）終業式・離退任式 

２６日（日）第３５回定期演奏会 

 

 

 

３月の主な月間行事予定 

各種大会の結果 


